
   

区 分 概 要 主 体 

ごみ減量・資源化促進 

◆生ごみ処理機器購入費補助制度 

町民が生ごみ処理機器を購入する際に、
一定基準に基づき購入費用の一部を助成
します。 

◆集団資源回収補助金交付制度 

資源物の回収を実施したPTAなどの団
体に回収量に応じて補助金を交付します。 

町 

収 集 ・ 運 搬 

◆収集体制の適正化 

ごみの適正処理と町民サービスを維持
するため、収集頻度の見直し（主に燃えな
いごみ）など、ごみ収集運搬体制の適正化
について検討します。 

町 

ごみの適正処理推進 

◆適正処理推進のための新施設整備 

新最終処分場の整備に取り組みます。ま
た、新焼却施設の計画的な計画・整備に取
り組みます。 

ごみ処理広域化対策 
西部ブロック協議会 

ごみの適正処理の維持 

◆施設の維持管理 

適切な維持管理のもと処理施設を安定
稼働させ、また、高度な二次公害防止対策
を徹底します。 

岡山県西部環境 
整備施設組合 

岡山県西部衛生 
施設組合 

※上記の施策は主なものです。 

ごみ処理広域化対策西部ブロック協議会：笠岡市・井原市・浅口市・里庄町・矢掛町で構成 

 

   

   

 

お問い合わせ先 

里庄町 町民課 〒719-0398 岡山県浅口郡里庄町大字里見 1107 番地 2 
  ℡(0865)64-3112(直) ／ FAX(0865)64-3126 
  mail：choumin@town.satosho.okayama.jp 

岡山県西部環境整備施設組合 ℡(0865)64-2186 ／ FAX(0865)64-1007 

岡山県西部衛生施設組合 ℡(0865)66-2620 ／ FAX(0865)66-2628 
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破砕選別残渣

収集・運搬量 中間処理量 最終処分量 

里庄町一般廃棄物処理基本計画 
〔 概 要 版 〕 

～ 環境にやさしい 自然あふれるまち「さとしょう」を 未来の世代へ ～ 

 

ごみ問題や生活排水問題に、一緒に楽しく取り組みましょう。 

里庄町では、町民一人ひとりが環境への負荷の少ない生活や行動を心が

けることで自然と共生した循環型社会の実現を目指すため、「里庄町一般

廃棄物処理基本計画」を策定しました。 

ごみの４Ｒ運動や生活排水対策に取り組み、環境にやさしい 自然あふれ

るまち「さとしょう」を 未来の世代へ引き継いでいきましょう。 
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◆ごみ処理の現状と課題 

 
 

  
  

 
 

  

  

 

 

 
 

 
 

 

 

 

●計画の進行管理指標 
 平成 30 年度 

（現状） 
令和 6 年度 

（数値目標年度） 
対 H30 年度比 

家庭系ごみ 1 人 1 日平均排出量（集団資源回収量除く） 
（家庭系ごみ排出量÷365 日÷行政区域内人口×10６） 

621.0 g/人・日 594.4 g/人・日 ▲4.3% 

事業系ごみ 1 日平均排出量 
（事業系ごみ排出量÷365 日） 

1.73ｔ/日 1.64ｔ/日 ▲5.2％ 

ごみ総排出量 1 人 1 日平均排出量（集団資源回収量含む） 
（ごみ総排出量÷365 日÷行政区域内人口×10６） 

820.3 g/人・日 799.8 g/人・日 ▲2.5％ 

リサイクル率  
（資源化量＋集団資源回収量）÷ごみ総排出量×100） 

15.8％ 22.3％ ＋6.5 ポイント 

最終処分量 326ｔ/年 294ｔ/年 ▲9.8％ 

生活排水処理率 
（（公共下水道人口＋合併処理浄化槽人口）÷行政区域内人口×100） 

64.5％ 76.5％ ＋12.0 ポイント 

資源化可能
18.7%
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65.2%

異物
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異物（金属・ｶﾞﾗｽ等）
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51.4%
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（
％
）

Plan（計画）

何をどのように実施する
かを計画する

Check（評価）

計画の達成度合いを評価
し、その要因を分析する

Do（施策の実施）

計画に従って実行する

Act（改善・措置）

計画の継続・変更について
検討する

ＰＤＣＡ
サイクル

ＰＤＣＡ
サイクル

後期計画に反映

里
庄
町
廃
棄
物
減
量
等
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進
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会
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（
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）

一般廃棄物処理基本計画
（本計画）

報告

１年目

２年目

３年目

４年目

報告

里
　
　
庄
　
　
町

意見

意見

意見

意見

意見

５年目

反映

反映

反映

反映

反映住民 1人 1日平均排出量 リサイクル率 

 管理指標は、数値目標値を設定し

た項目とします。 

 具体的な進行管理は、管理指標等

を本町にて確認します。 

 また、里庄町廃棄物減量等推進審

議会に結果報告を行い、必要な意

見を求めるものとします。 

 本計画を確実に実施していくた

め、取組の状況や目標値の達成状

況などを定期的にチェック・評価

し、もって必要な追加施策等を講

じていく「PDCA サイクル」に

より継続的に管理していくもの

とします。 

 家庭から排出された燃えるごみには、紙類など分別により資源化

できるものが 18.7％、買いすぎないことなどにより削減できる

手付かず食品が 15.6％含まれています。同様に、燃えないごみ

にも、資源化できる缶類やびん類などが 40.3％含まれています。 

 平成 29 年度のごみ総排出量は、岡山県平均より少ないものの、町村の中

では２番目に多い排出量となっています。一方、リサイクル率は、県内 27

市町村の中位を少し下回り、上位より 16 番目となっています。 

 循環型社会の実現に向けて、ごみの減量とリサイクルをよ

り一層進めることが必要です。そのため、ごみ減量意識の

向上や分別徹底の啓発が必要です。 

計画の進行管理             

燃えるごみ 燃えないごみ 

ごみの分別と 
ごみ排出量に関する課題 

ごみの 
分別 

（ごみの組成） 

ごみ 
排出量 



 5 2 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
◆生活排水処理の現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実施する施策

１

生活排水の処理

２

し尿・汚泥の処理

３

その他の事項

浄化槽管理者の責務

家庭での取組推進

水洗化の普及・啓発 浄化槽清掃業者の指導

浄化槽に関する知識の向上

(1) 町民の意識向上

(2) 浄化槽の適正管理

(1) 排出抑制計画 (1) 災害廃棄物対策

(2) 諸計画との連携

水辺と緑あふれる田園風景の維持・保存

① 生活排水処理の推進

② 町民・事業者・行政の協働による取組の推進

基 本 理 念

基 本 方 針

収集・運搬許可業者指導

収集・運搬体制の維持

(2) 収集・運搬計画

収集・運搬中継槽の維持

最終処分量の削減

し尿処理施設の適正管理

(3) 中間処理・最終処分計画

水環境の保全を念頭に、生活排水処理施設の計画的な整備、し尿及び浄化
槽汚泥の計画的な収集・運搬や処理、生活排水処理に対する意識啓発など

によって、生活排水の適正処理を推進していくものとします。

町民・事業者・行政がそれぞれの立場において自らの役割を自覚し、水に

やさしい生活を送るうえで協働して行う取組を推進するものとします。
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（千円/人）
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（千円）

し尿等処理費用（建設費除く） 【千円】

し尿等1kLあたり処理費用 【千円/kL】

町民（総人口）1人あたり処理費用 【千円/人】

町民（処理対象者）1人あたり処理費用 【千円/人】

 合併処理浄化槽は、公共下水道認可区

域外の生活排水処理を進めるため、毎

年 20 基程度の補助申請を受け付け

ています。今後も、状況に応じて設置

に対する補助を行います。 

 生活排水処理率は、究極的に 100％

を目指し、すべての生活排水を公共下

水道あるいは合併処理浄化槽で処理

するものとします。 

生活排水処理率  79.7％ 

 ごみの収集運搬は本町が行い、燃えるご

みの焼却は、岡山県西部環境整備施設組

合で、その他のごみの処理は、岡山県西

部衛生施設組合で行っています。また、

ごみの処理経費は増加しています。 

ごみ処理体制と処理経費 

生活排水処理に関する課題 

 し尿・浄化槽汚泥の収集運搬は本町の許

可業者が行い、処理は、岡山県西部衛生

施設組合で行っています。 

 し尿等の処理経費は減少傾向です。 

し尿処理体制と処理経費 

 生活排水処理率は、県平均を大きく下回

り、井笠管内においても低いレベルとな

っています。 

生活排水処理率 

 トイレやお風呂等の生活排水を公共下

水道や合併処理浄化槽で処理している

割合が年々増加していますが、いまだ未

処理の生活排水がため池や河川等に流

入することで、水質に影響を及ぼしてい

ます。 

生活排水処理 

生活排水処理基本計画         

 多くの資源化可能なごみが燃えないごみに排出されていることから、分別を徹底し、決

められた方法でごみ排出をするよう町民の意識啓発を進めることが必要です。 

 ごみ処理の広域化により効率化を進め、コスト削減を図っていくものとしていますが、

ごみ量自体を削減することによるごみ処理経費の削減も必要です。 

 本町の河川は小河川で、笠岡湾や玉島湾に流入しており、水質を保全する責任は重大で

す。公共下水道整備や浄化槽整備を進め、生活排水処理を推進することが必要です。 

 し尿等の処理施設は一部事務組合が整備・運営していますが、施設の維持管理等を継続

的に行うことが必要です。加えて、浄化槽管理者による適正管理等も必要です。 

生活排水処理率 

し尿等処理経費 

 浄化槽の適正管理を啓

発し、施設による適正処

理を推進します。 

 処理施設の適正管理を

推進するものとします。 

ごみ処理経費 

処理形態別人口・生活排水処理率 

ごみ処理体制と処理経費に関する課題 
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※計画目標年度である令和 11年度は、本町を含めた井笠圏域におけるごみ処理の広域処理体制が整った後となります。そ

のため、令和 11 年度のごみの発生・排出削減量やリサイクル率、最終処分量は、５年後の計画見直し時、または広域処理

施設の計画進捗に伴い本計画を見直す必要がでた場合において、新たな目標値を設定するものとします。 

 

 

 

 

 

自覚と協働で創る環境負荷の少ない循環型社会の実現

  ４Ｒ （リフューズ・リデュース・リユース・リサイクル） の推進

  ごみ・リサイクル対策の推進

基 本 理 念

基 本 方 針

ごみ処理施設の維持管理やごみ処理体制の最適化など、ごみの適正処理を

行うためのシステム作りを推進するものとします。

資源を大切にする意識のもと、ごみになるものを買わない（リフューズ）、

（リサイクル）を基本として、町民・事業者・行政が自らの役割を自覚し、

協働して行う取組を推進するものとします。
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実施する施策

１

発生・排出削減に関する施策

２

再資源化に関する施策

３

適正処理に関する施策

マイバッグ運動の推進

ごみ関連情報の発信

研修会・出前講座

小型家電リサイクル

ごみ処理施設の施設見学

環境教育の推進

生ごみ処理機器購入費補助制度

集団資源回収の推進

分別徹底の啓発

販売店への協力依頼

啓発イベント

環境衛生委員による地域活動

食品ロスの削減推進

(1) 町民の意識向上

(2) ４Rの実践

(3) 町民・事業者との協働

過剰包装の抑制・簡易包装の推進

(1) マテリアルリサイクルの推進 (1) 収集運搬に関する施策

(2) 中間処理に関する施策

(3) 最終処分に関する施策

(4) その他適正処理に関する施策

ごみ収集運搬業の許可

収集体制の適正化

ごみ処理の広域化

ごみステーションの適正管理

最終処分場の確保

処理施設の維持管理

水銀使用製品の適正回収

不法投棄対策

在宅医療廃棄物対策

災害廃棄物対策

地球温暖化防止対策

廃棄物減量等推進審議会

資源物のリサイクル

岡山県エコ製品認定制度

ごみ処理手数料導入の効果検証

ごみ排出事業者への指導

(4) 事業系ごみ対策

 マテリアルリサイクルとは？

 　材料・原料としてごみを
 　再資源化することです。

資源ごみストックヤードの整備

3つの＂ない＂に取り組めば・・・
3つの＂やさしい＂に出会えます。

上手な買い物や
エコクッキング

ごみの分別徹底や
集団資源回収利用

燃えるごみ
２％削減

生ごみの水切り
や堆肥化利用

燃えるごみ
３％削減

燃えるごみ
９％分別徹底

v 分別に協力しましょう。

v 子どもと一緒になって、集
団資源回収に取り組みま
しょう。

v 食事の量を良く考え、作り
過ぎないようにしましょう。

v 作った料理は食べ残さな
い様にしたり、お弁当に
利用しましょう。

v 生ごみ処理機器やコンポ
ストで堆肥化し、家庭菜
園などに利用しましょう。

v 生ごみは、しっかり水切り
を行いましょう。

燃えないごみ
27％分別徹底

ごみ処理基本計画            

 

◆発生・排出削減目標  家庭、事業所からのごみ排出量を 5％程度削減 

◆資源化目標 リサイクル率を 6.5 ポイント程度増加 （15.8％ → 22.3％） 

◆最終処分量目標 最終処分量を 10％程度削減

 ごみ排出量は、生ごみ対策により削減します。資源化は燃えるごみ中の紙類、燃えないごみ

中の缶類・びん類の分別徹底により進めます。その結果として、最終処分量も削減します。 

発生・排出削減目標（家庭系） 発生・排出削減目標（事業系） 

資源化目標（リサイクル率） 最終処分量目標（最終処分量） 

 実施する施策は、発生・排出削減に関する施策、再資源化に関する施策、適正処理に関する

施策の３つの区分で展開します。特に、発生・排出削減と再資源化に関する施策は、数値目

標達成のため、積極的に取り組みます。 

目標値達成のため、３つの生ごみ対策（水切り・上手な買い物等・堆肥化） 
によるごみ減量と分別徹底による資源化を進めます。 


